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は じめに 一 問題と目的 一
１９８０年代後半から１９９０年代前半 にかけて， 予想 を蓬かに上回る外国人留学生の増加が
見 ら れた。 そ の 後， 留 学 生 数の 伸 びは 緩 や か に なっ て は き た も の の， 文 化 的背 景 を 異に
す る 人々 とさ ま ざま な場 面 で接 触 す る 機 会 は 確実 に 多 く な っ た。 金 沢 大 学 にお い て も，
１９９６年 ９月 現 在 で，１０年 前 の１３．４倍， ５ 年 前 の２．４倍 の 数 の 留 学 生 が キ ャ ンパ ス で学 ん で
い る。 また， 留 学 生セ ンタ ー の 発 足 に 伴 い， 学 内措 置 で あ っ た 留 学 生 教 育セ ンタ ー 時代
と は， 異 なっ たタ イ プの 留 学 生 の 受 入 れ が 開始 さ れた。
これ迄， 極めて等質性の高い集団のなかで生活 していた留学生を受け入 れる側の人々
に と っ て， 異 な る習 慣， 言 語， 思 考， 行 動 をす る 人々 と の 出 会 い は， ある 種 の 困 惑， 戸
惑 い や 疑 問， さ ら に は改 め て 意 識 す る こ と も無 か っ た 白 文 化 へ と 眼 を 向 かわ せ る 契 機と
な っ た こ と は言う ま でも な い。 多 く の 場 合， 個 々 人 は 異 文 化 接 触 に よ って 生 じた 問 題 の
解決の蓄積 を通して異文化理解の方略を学習して行く。 しかし一方で， 異文化との接触
場面で， 経験の蓄積 が必 ずしも十分とは言えず， 白分の応対に確信が持てない場合や留
学生の言動に引きずられる場合に は， 異文化交流のチャ ンスである接触場面を回避 した
り， あ る い は新た な悩 みや 葛 藤 を生 ず る こ と に なる。
こ れ 迄， 異文 化 理 解・カ ル チ ャ ー シ ョ ック の 研 究 は 当然 の こ と な が ら， 自国 以 外の 国々
へと移動した人々 の側 を中心に活発に行われ成果 を上 げてきた。 異文化適応に関する基
礎 的， 組 織 的 な研 究 は も ち ろ ん， 異 文 化 問 コ ミュ ニ ケ ー ンヨ ン・ト レ ー ニ ン グや 異文 化 間
ソ ー シ ャ ル・ス キ ル・ト レー ニ ン グな どの 方 法 が 開発 さ れ， 実 践 さ れ て い る。 し か し留 学
生 を は じ め とす る 異 なっ た 文 化 を持 つ 人々 を 受 け入 れる 側 の 研 究 に は， よう やく 眼が 向
けられ始めたところ である。 異文化と接触する機会の多い受け入れ側の人々は， 異文化
に 対 し て どの よう な 態度 を持 ち， どの よ う な 対応 を して い る の か， そ れ と共 に こ れ迄 留
学生を受け入れる個々 人の中に蓄積された経験を明らかにすることにより， 日本人の側
の異文化の受け止め方の基礎的資料 を作成する ことを本研究の目的とする。 具体的には，
１． 外国人留学生が日本 で経験 した不愉快な体験やカルチャーショックの内容
２． 上記 １ に 対 する 日本 人 の 受 け止 め 方， 態度， 対 処 法
を明 ら か にす る と 共 に 自文 化の 特徴 に つ い て 考 える。
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Ｉ． 手 続 き
１． 異文化接触場面における問題 一 事例を中心にした検討 一
１） 対 象
帰国直前の留学生 （国立大学 で７ヵ月 ～４年間の留学生活 を送る） を中心に１１名に面
接 を 実 施 した。
２） 方 法
「日本滞在中に， 日本人から受けた不愉快な体験， 日本人の行動で不愉快だと思った
り感 じたりした体験の有無」 を中心に， 異文化体験を自由に日本語で話させた。 事前に
面接の目的を話し， 了解を取った。 日本語力の充分でない学生もいたが， 日本語で長時
間話すことに意欲を持って積極的に話してくれた。 （テー プレコーダーで記録）
面接時間は３０分～１時問半， 面接の場所は被面接者 が留学生として過ごした大学構内
であ る。 原則 と して １ 対 １ の 面 接 形 態 を取 っ た が， １ 事 例 の み ２ 名 が 同 席 したイ ンタ ビ
ュ ー と な っ た。
事 例 につ い て は， 日 本 語 能 力 によ っ て 内 容 の 詳 しさ に ばら つ き が見 ら れた が， 日 本 人
に対 する 調 査 事 例 集 作 成 のた め の基 礎 資 料 と いう こ と か ら， あ ま り 問 題 に しな かっ た。
面接調査のイ ンタ ビューは， 日本語教師 （非常勤） が担当した。 大 学の正規のスタッ
フではない利点を活かして留学生の本音をある程度聞くことが出来た 一方で， 対象者の
授業を一度は担当した 影響からか， 大学・大学関係者に対する不満 は殆 ど聞くことが出
来 なか っ た。




私 が 困っ て 「手 伝 っ て く だ さ い」 と頼 ん だ とき は 日本 人 は親 切 だ。 し か し， 女 の
人 は 私 が怖 い のか 今 日 も 「す み ま せ ん， う つ の みや （本 屋） は どこ で す か」 と言 っ
た ら 逃 げて 行 っ て しま っ た け れ ど。
しかし， 今度私が日本に来るとき も保証人が必 要だと言われて困った。 日本人の
友人も一生懸命世話をしてくれた が彼は学生だから保証人にはなれず， やっと金沢
大 学 で 先生 に 保 証 人 に な っ て も らっ て 日 本 に 来る こ と が でき た。 が， 来 る の が とて
も 遅 れて しま っ た。 日 本 は そう いう とこ ろ は とて も 官 僚 的 だ。
大使館の人はいつも同じ問題で忙 しいのであまり親切ではなかった。
私ははじめ大使館で文部省 の留学生試験をう けた。 ９９％合格だと言われた が， 結
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果 は 文 部省 に拒 否 さ れ た。 そ れ か ら もう 一 度 留 学 の準 備 を して， 今 度 は 行 ける こ と
に な っ た の だが そ こ で 始 め て 保 証 人 が必 要 だ と いう こ と が 分か っ た の だ。 そ れま で
そ んな こ と は全 然 知 ら な か っ た。
＜ｃａｓｅ２ ＞
アフリカ系／男性／大学院生／工学部／滞在４年
日 本人 は 日本 に だ けな ん でも あ る と 思っ て い る。 「あ な た の 国 には 車 あ り ます か」
「こ んな シ ャ ツあ り ま す か」 「自 動 販 売 機あ り ま す か」 な どと く だ らな い こ と ばか り
尋 ねる。そ して 日 本 人 は他 の 国 の こ と を 知 らな い。「あ な た の 国 に は家 が あ り ます か」
と き か れた こ と があ る。 わ た しは
「家， あり ま せ ん よ。 家 族 は 一人 に 一 本 ず つ木 が
あ り ます」 と言 っ た。 そ う 言 わ れた ら 日本 人 も 自 分 で 考 え る だろ う。
信 号機 の 色 を「青」だ と言 う。 「どう して Ｐ グリ ー ンな の に， な ぜ ブ ルー と いう の」
聞 く と 「学 校 で 教わ っ た か ら」 と い う。 どう して 自 分 で 考 え な い ん だろ う。
＜ｃａｓｅ３〉
アジア系／女性／大学院生／工学部／滞在４年
実 験 では な く， 実 験 の 道 具 を作 る 時 な ど， 私た ち だ っ た ら ２ 日く らい です む とこ
ろ を， 日本 人 は １ か月 ぐ ら い か かる。 精 密 に細 か い と こ ろ ま で ゆ る がせ に しな い。
勿 論 よ い こと な の だ け れ ど， 実験 の 結 果 に は 何の 関 係 も な い と こ ろ も 同 じよ う にす
る。 そ こま で す る 必 要 は な い の に， そ こ ま で する か とい う 感 じだ。
２． 予 備 調 査
本研究で使用する調査票作成のため， 前述した事例 をもとに， 留学生の発言内容の本
質 を捉 えた１５の事 例 集 を 作 り， 専 門 学 校 ２年 生， 女 子４５名 を対 象 に実 施 し た。 そ の 際，
箕浦 （１９９０） が子供 の異文化 体験の 研究の際に用 いた 方略， すなわち 認知， 情動 （感
情）， 行動 の ３ レベ ル に 分 け る 評 定 を 採用 した。 留 学 生 と 接 触 する 場 面 で は， 「留 学 生 の
言 って る こ と は 理解 で き る け れ ども一 一」ある い は，
「留 学 生 に は気 の 毒 だ け れ ども一一一」
あ る い は 「こ こ は日 本 な ん だ か ら 仕 方 が 無 い」 等々， 日 本人 の側 で し ばし ば繰 り返 し 発
言 さ れる 事 実 と 一 致す る か ら で あ る。
具 体 的に は 一つ の 事例 ごと に，
「留 学 生の 言う こ と を理 解 でき る・… …・…・… 理 解 で き な い」 （認 知 的側 面），
「留 学 生の 発 言 （内容） に 共 感 す る … … … …… 共 感 しな い」 （感 情 的 側面），
「留 学 生の 発 言 に 登 場 す る 日本 人 と 同 じ よ う な 行 動 を す る 可 能 性 が あ る … …… …… す る
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可 能 性が な い」 （行 動 的 側 面）の ３ レ ベ ル で回 答 を 求 めた。 ま た， こ の ３ レ ベル で の記 入
に 加 え，１５の 事例 全て に， 「日 本 で 生活 して い る あな た は， 留 学 生 か ら の 発 言や 感想 に ど
の様 に答えますかＰあなた自身が留学生 と会話して いる場面を思い浮かべて， 留学生に
答 える 通 り 具体 的 に 書 い て く だ さ い」 とい う， 自 由 記述 の 欄 を 設 定 した。
３． 本 調 査
１） 調査票の作成 予備調査において， 事例の主 旨に誤解を生じる頃向が見られるもの
等を改定し， 更に１で取り上げた 事例の中から新たに付け加えて計２０の事例集を作成し，
予 備 調 査 と同 様， ３ レ ベ ル で のチ ェ ッ ク を 行っ た。 ま た， ２０の 事 例 のう ち ５ ～ ６事 例 に
ついては白由記述の欄 を設けた が， 調査の対象となるグループによ り， 記述欄を設定す
る 事例 は異 な っ て いる。 事例 集， 回 答 用 紙 は資 料 １， ２ の 通 り で ある。
２） 調査の実施
留学生 と接触の多 い， ある いは現在の接触頻度は少ないが， 今後関わりを持つ可能性
が 高 い こと を 期 待さ れる 人 々 を対 象 と した。 具 体 的 に は， 大 学 生， 留 学 生 の 指 導教 官，
大 学 事務 職 員， ホス ト ファ ミ リ ー の 経 験 を持 つ ４ 群 の 人々 で ある。
留学生の指導教官 は， 比較 的多くの留学生を受け入れて指導する経験を持つ理系の教
官を中心に， また大学 事務職員では留学生との接触が極めて多い部局の係を中心に調査
を 依頼 した。 ホス トフ ァ ミ リ ー に は 一 部 郵送 で 回 答 を 求 めた。
調 査 は， １９９６年１０月 ～１１月 に 実 施 し た。
Ｉ． 結 果 と 考 察
１． 回答 者 の プロ フ ィ ー ル
国 立大 学 学部 生・大 学 院 生２４２名， 留 学 生の 指 導 教 官２３名， 大 学 事 務 職 員３４名， ホス ト
ファ ミ リ ー１６名 の 計３１５名 か ら 回 答 を 得た。 そ の 内 訳 は， 男 性 が６６．２％， ２０代 が６５．Ｏ％，
外国 人 と の 接 触経 験 を 持 た な い 者 の 割 合 が４６．６％ と なっ て お り， 海 外 留 学 を は じめ 海外
で 生活 した 経 験の あ る 者 は 極 僅 か （そ れ ぞれ４．０％， ユ．６％） であ る。
２。 分析の方法と全体的な結果
３ レ ベノレ， 各２０間 に つ い て の 平 均値， 標 準偏 差 を 表 １ に 示 す。 そ れに 基 づ き，
「理 解 で
き る 理解 でき な い」 「共 感 で き る 共 感 でき ない」 「行 動 す る 可 能 性 が ある 行
動 す る 可 能性 が な い」 の３ 次 元 に お け る 組 合せ （中央 値２．５を 基 準 と して， ２．４未 満 ／２．５
以上の２群に分 ける処理） で分類した結果， 回答者全体と して３パタ ーンが明らかにな
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っ た。 す な わ ち，＜ タ イ プ １， 以 下 丁 １ ；
「留 学 生 の 言う こ と に つ い て， 理 解 し， 共 感
し， 留 学生 が不 愉 快 と感 じる 行動 は しな い」 とす る 型 に は 事 例 １， 事例 ２ な どの ７ 事例
が 含 ま れる。 こ れ に 対 して，＜ タ イ プ２， 以 下丁２＞ ； 「留 学 生 の 言う こ とに つ い て， 理
解 し， 共感 す る が， 留 学 生 が 不愉 快 と感 じる 行動 をす る」 と い う 型 は事 例 ５， 事 例 ８な
ど１２事 例 を含 む。 さ ら に，＜タ イ プ３， 以 下 丁３ ＞ ；
「留 学 生 の 言 う こ と につ い て， 理 解
も共感も出来ない し， 留学 生が不愉快と感じる行動をする」 という型は事例１１のみであ
っ た。 （表 ２参 照）
表１ ２０事例 の平均値と標 準偏 差
１ ２ ３ ４ ５
１認知２感情３行動 １ ２ ３ １ ２ ３ １ ２ ３ １ ２ ３
平 均 値 Ｍ １．３６５ １．５１４ ３．４４９ １．３４２ １．４６５ ３．２６２ １．９０１ ２．２２１ ２．５１１ １，５３８ Ｉ．７１４ ２．５６１ １．７８８ ２．０３２ ２．２３９
標 準 偏 差 Ｓ．Ｄ． ０．６６２ ０．７４０ ０．７３３ Ｏ．５８４ ０．６４１ ０．８１８ Ｏ．８７８ ０．８８５ ０．９６０ ０．８０５ ０．８９７ ０．９５６ ０．８７１ ０．９２１ ０．９！０
６ ７ ８ ９ １０
１ ２ ３ １ ２ ３ １ ２ ３ １ ２ ３ １ ２ ３
Ｍ １．３３０ １．５４５ ２，９４９ １．８９１ ２．１５４ ３．０９４ １．８６１ ２．２８６ ２．１６７ １．６４７ １．８７８ ２．３７７ １．８０４ ２．１９２ ２．１９９
Ｓ．Ｄ． ０．５９７ ０．７４２ ０．９７２ Ｏ．９０４ ０．９５７ ０．９６９ Ｏ．９１９ ０．９７６ ０．９４９ Ｏ．８０８ ０．９３８ ０．９５６ ０．８５８ ０．９１９ ０．９７５
１１ １２ １３ １４ １５
ユ ２ ３ １ ２ ３ １ ２ ３ １ ２ ３ １ ２ ３
Ｍ ２．６０４ ３．０６８ ！．９５４ １．５２６ １．８２８ １．９９０ １．６１９ １．９４２ ２．０１６ １．４５５ １．６７０ ２．０４９ １．２８５ １．３６２ １．９６８
Ｓ．Ｄ． ！．０９
１ ０．９００ ０．９９９ Ｏ．６２７ ０．７４８ ０．８５９ ０．７４３ ０．８５４ ０．９４０ Ｏ．６９３ ０．８３９ ０．９５５ Ｏ．５６６ ０．５９５ ０．８７１
１６ １７ １８ １９ ２０
１ ２ ３ １ ２ ３ １ ２ ３ １ ２ ３ １ ２ ３
Ｍ １．３９１ １．５６７ ２．２５０ １．４６９ １．７０１ ２．２５０ １．９３２ ２．２７７ ２．３０８ １．７７２ ２．２２５ ２．８４９ ２．１８５ ２．４１４ ２．４９５
Ｓ．Ｄ． ０．５９０ ０．７１０ ０．８１５ Ｏ．６９９ ０．７８９ ０．９０２ Ｏ．９５５ １．００８ ０．９８５ Ｏ，８２５ ０．８８０ １．０７７ １．０６８ １．０３６ ０．９５４
表 ２ ２０ 事 例 の 分 類


















































































































数の日本人はそんな行動 をとらないと判断されるもの， 言わ ば留学生の個人的な体験の
違 い （個 人 差） を表 して いる。 そ れ に 対 して， Ｔ ２ に お いて は， 留 学 生 の 指 摘す る 内容
の 理 解や 共 感 は 出来 る も の の， 自 分 も そ のよ う に 振 る 舞う とい う こ と で，
「文 化の 違い」
（文 化差） を 反 映 した も の と い え る。 ま たＴ ３ に お い て は， 「指 摘 さ れ て は じ めて， それ
が文 化の 違 い で ある こ と が分 か っ た」 とさ れる 型 で あり， Ｔ ２ 以 上 に， 深 く 文化 に 根差
した もの と 言 える。
さ らに， 各 事例 に 対 し３ 次 元 に お ける 基 本 構 造 を 検 討す る た め に， 各 次 元 ごと に主 因
子 解 によ る 因 子分 析 を 行 っ た。そ の 後 共 通 性 を１ に 設 定 し て Ｖａｒｉｍａｘ 回 転 を行 い，一 つ
の因子のみに因子負荷量・絶対値．４０以上であった 事例 を選択 した結果以下の因子を抽出
し た。
認 知 レ ベ ル では， 第 １ 因 子 と し て 事例１６・１７・１２・１９・１３に 高 い 因 子 負 荷量 を 示す も




認 知 感 情 行 動
因 子Ｎα１ 因 子 Ｎα２ 因 子 Ｎα１ 因 子Ｎα２ 因 子 Ｎα１ 因 子Ｎα２
１ ０．０８６０５７ ０．１６３２９８ Ｏ．０７４４４３ 一 ０．０２８９９ ０．００６５８５ Ｏ．１４３４０８
２ ０．１９５６８３ Ｏ．１０６６３５ Ｏ．１８３９８３ Ｏ．１４４０１２ Ｏ．１４０５５６ Ｏ．０９０８０５
３ ０．１４２３６６ Ｏ．５９５４２９ ０．２５５３４５ 一 〇．０７４０８ Ｏ．２１５４１２ Ｏ．４８１４１９
４ Ｏ．３９２５１９ Ｏ．３１９１７８ ０．４５４２６２ ０．１４７６１６ ０．２８４６３２ Ｏ．３４６７５
５ Ｏ．ユ５４２８８ Ｏ．１２３３７２ ０．１８８８３６ ０．４２７７０２ Ｏ．１７０８３３ Ｏ．００８８
６ Ｏ．３２０５７９ Ｏ．２１２３５１ ０．２３０１２６ 一０．０１５５８ Ｏ．０８７１９９ Ｏ．３０９２１３
７ Ｏ．１１１８３１ Ｏ．５０９４１３ Ｏ．１３７１３ ０．１２１５２ Ｏ．０９１６６９ Ｏ．５５４６４６
８ Ｏ．３６０７０３ Ｏ．２８０６３３ ０．２９９２６１ ０．２９１０１９ ０．００６０９２ Ｏ．３８４１１５
９ ０．２７９９２６ Ｏ．２５２ Ｏ．２７５１０１ Ｏ．２５７７８７ Ｏ．１５６７３５ Ｏ．１５６８３
１０ ０．２４７７８９ Ｏ．５３８５４６ Ｏ．０２９３０７ ０．０２１９０９ Ｏ．４８１６４７ ０．１９５４４７
１１ ０．２０４４８８ Ｏ．３７７１９７ ０．０４６２４ Ｏ．１８１４６３ Ｏ．１１７８３２ ０．１２５６６
１２ Ｏ．４５７３８７ ０．１９８０９１ Ｏ．３２９５６８ Ｏ．２６７４２２ Ｏ．５２１２４２ Ｏ．０８８８４３
１３ ０．４１５４９４ ０．２７９８０５ ０．４０９２２３ ０．１４２１０６ ０．５８５７３３ Ｏ．
１８４６９６
１４ Ｏ．３１８９６２ Ｏ．０３４５４１ Ｏ．４０８３０４ ０．３４７１４１ Ｏ．５１５１２３ ０．２０４２５６
１５ Ｏ．３７０２７３ ０．２２６４１４ ０．４９７５３６ ０．０５４０１１ Ｏ．７４６７２６ 一０．０８２７４
１６ ０．６１７５２４ ０．０３６５２９ Ｏ．４０００３８ Ｏ．２１９６６１ ０．６７１２８８ 一０．０９０２１
１７ Ｏ．５８１０１６ Ｏ．２２４３７１ Ｏ．５９０５８６ Ｏ．１５５２７４ Ｏ．５０３８９２ Ｏ．３８６６５
１８ Ｏ．３８３３４５ Ｏ．１２５９６４ ０．１０９１５ Ｏ．６００６０９ Ｏ．０６１５９ Ｏ．０４３７９５
１９ Ｏ．４１９１２３ Ｏ．３５３０６５ Ｏ．１４９３８８ Ｏ．１６２００３ ０．０２９９４２ ０．４０６５３７
２０ Ｏ．０２５４３９ ０．０９５２０３ ０．０５６４７１ Ｏ．４７４０２８ Ｏ．０６６２６４ Ｏ．００６５２５
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の で留 学 生 が日 本， 日 本 人 の 中 に 溶 け 込め な い 内 容 であ る こ と か ら， 「見 え ない 壁」の因
子 と命 名 で きる。 ま た， 第 ２ 因 子 は 事例 ３ ・１０・ ７ を 内容 とす る， 日 本 人 が 外国 人 に対
して しが ち な行 動 す な わ ち 「対 外 的 接 触様 式」 と 言う こ と が でき る。 感 情 レベ ル の 第１
因 子 は， 性， 人 種， 年 令， 国 籍， 役 割 によ る 人 間 関係 の持 ち 方の 違 い に 関 する も の で「日
本 人の 持 つ 差別・差 異 化」， 第 ２ 因 子 は 公 のル ー ル に 従う 内容 で ある 「規 範 の 遵守」 とそ
れぞれ命名した。 行動レベルの第１因子は
「日本の大学生の 行動」 で大学の研究室で普
通 に見 られ る留 学 生 と の 交 流， 会 話 に 関 する も の， また 第２ 因子 は， 留 学 生 が残 念 に思
う， 日本 人 の表 面 ・ 外 面 に の み 捕 わ れた 行動 を 表 わ す 「表面 的 な対 人 接 触」 で あった。
（表３参照）
３． 性 差 に つ いて の 結 果
２０事例， ３ レベ ル で 性 差 に よ る 反 応 の 違い を 見 た の が 表 ２， 表４ で あ る。 全 体に 女 性
の 回 答 者 が，
「理解 でき る」 「共 感 で き る」 と答 え る 割 合 が 高く， 特 に 認 知 レ ベ ルで は２０
事 例 の 全て に 対 して 「理 解 で き る」 と し て いる。 ま た， 現 在 の 日本 の 杜 会 に お ける 性 役
割 規 範 を 含む 事例 （８ ・ ９ ・１９） に 対 して， 女 性 よ り も 男 性 の 回 答者 が 「そ う した 行 動
は す る 可能 性 が ある」 と して い る。
表４ 平 均 値 に お け る 性 差
事例
レ ベ ル
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０
認 知
＞ ＞ ＞ ＞ ＞ ＞
＊＊＊ ＊ ＊＊ ＊＊＊ ＊ ＊＊＊
感 情
＞ ＞ ＞ ＞ ＞ ＞
＊ ＊＊＊ ＊ ＊＊＊ ＊＊ ＊＊＊
行 動
＞ ＜ ＜ ＞ ＞ ＞ ＞ ＜
＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊＊ ＊ ＊＊＊ ＊＊＊
＞ ； 男性 の 数 値 が大 であ る こと を 示 す （男 性 ＞女 性）








３ レ ベ ル にお け る パ タ ー ン で は， Ｔ １ ～Ｔ ３ に 加 え て， 「留 学 生 の 言 う こ と を， 理 解 で
きる が， 共感 はで き な い し， 留 学 生 が 不愉 快 と 感 じる 行 動 を とる 可 能 性 が ある」 と する
回答 ＜ タイ プ４， 以 下 丁 ４ ＞ が 加わ り， 男 性 で は 事例 ８ が， ま た 女 性 で は 事例１１・２０が
そ れに あた る。
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４． 学生と学生以外 （成 人） の比較についての結果
学 生 と そ の他 の ３ グノレー プ （指導 教 官 ・ 事務 職 員 ・ ホ ス ト フ ァ ミリ ー） の 問 の回 答の
差 を 表 ２， 表 ５に 示 す。 行動 レベ ル で は２０事例 中１２事例 で 有意 差 が 認 め ら れ， 「留学 生 が
不愉快と感 じる行動をする 可能性 がない」 とするのは， 学生よりも成人の グループであ
る。 さ ら に， 成人 の グ ルー プ で は， ２０事 例 の全 て に 「理 解 でき る」 と 回 答 し， した がっ
て Ｔ ４ に は， 事 例 １１・ １８・ ２０の ３ つ が 入 れ ら れ る。
学 生 では， Ｔ１ に ５ 事 例， Ｔ ２ に１４事例， Ｔ ３ に １事 例 が分 類 さ れ る の に対 して， 成
人 で は， Ｔ １ に８ 事 例， Ｔ ２ に ９ 事 例， Ｔ ４ に ３ 事例 とな っ て い る。
表５ 平均値に おける学生と成人の 比較
事例
レ ベ ル
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０
認 知
＞ ＞ ＞ ＜ ＞ ＜
＊＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊ ＊
感 情
＞ ＜ ＞ ＞ ＞ ＜ ＞ ＜ ＜
＊＊＊ ＊ ＊＊＊ ＊ ＊＊＊ ＊ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊
行 動
＞ ＜ ＜ ＜ ＜ ＜ ＜ ＜ ＜ ＜ ＜ ＞
＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊＊ ＊ ＊＊＊ ＊＊ ＊＊
＞ ； 学 生の 数 値 が 大 であ る こ と を示 す （学 生＞ 成 人）
＜ ； 成 人の 数 値 が 大 であ る こ と を示 す （学 生 ＜成 人）





・ 各 パ タ ー ン につ い て
異文化接触の場面では， どこまでが偶然出会った個人に属する問題なのか， それとも
そう した個人を越えて， その背景となる広く文化全体の問題なのか判 別しがたい。 留学
生が不幸にして遭遇した愉快でない出来事を巡って， それは個人の問題なのか文化の問
題 な の か によ っ て， そ の 後 の 対 処の 仕 方 が 変わ っ て く る。 認 知 ・感 情 ・ 行動 と いう ３ 次
元 を 設 定 し， そ の パタ ー ン の 組 合せ を検 討 する こ と に よ っ て， 個 人 に属 す る 問題 か 文化
に 属 す る 問題 か の 手 が か り を 得た。 す な わち， Ｔ １ は， 明 ら か に個 人 に属 す る 問題 で あ
り， 留 学生 が 指 摘 した 事例 は， 残 念 と しか言 い 様 の 無 い も の で ある。 しか し， それ 以 外
の Ｔ２ ～ ４ は す べ て文 化 の違 いに 根 差 したも の と 考 え る こ と が でき る。
さ らに 文 化 的 影 響力 の大 き さ は，「異 な った 文 化 を 持 つ人 々 に指 摘 さ れ る ま で気 付 か な
い Ｔ ３」， 「理 解 は 出来 る が感 情 的 に も 行 動的 に も 受 入 れ 難い Ｔ ４」，
「理 解 も 共感 も で き
る が 行動 は 出 来 な いＴ ２」 ま で の， Ｔ ３＞ Ｔ ４ ＞ Ｔ ２ の順 と 考 え る こ と が でき る。 し か
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記 述 内 容
８） について
＜男性〉
・ 仕事帰りに飲 みに行く ことが一般 に大多数 （学 生は除く） なの で， ごく自然 で特に男
女差別 だとは思わな い。
＜女性１＞
・ この件に関 して は私も 非常に反感 を持っています。例 えば職場 を変わってきた 人の歓
迎会など， 家族を含 めて招 待すべき です。 その人だ けでなく家族 あっての個 人です。
〈女性２〉
・ 女性杜員が上司 と一緒 に飲みに 行く （つきあう） の が常識のよう なこと で， いわ ゆる
上下 （先輩後輩） 関係の差 が激しす ぎる。 でもこれ が日本文化 だ！私も共感 する。 理
解できる。 自分も嫌 ！ （慣 れたけ ど） 仕方がない。
９） について
〈男性１〉
・ 前 期（８）ととも に， 話 が お お げさ で あ る。 ストレス 解 消 の 一 手 段 に 過 ぎ な いと 思 うの だ が。
〈男性２＞
・ 意 見 に つ い て は 同 感 で あ る。 た だ し， 仕 事 も 重 要 で あ り， 両 立 す る よ う に 努 力 す る。
両立できないとき には家庭 を選択する。
＜女性〉
・ 私もその意見 にとて も共感 を覚えます。日本の男性 はもっと 家庭に目 を向けるべきだ
と 思 い ま す。
（成人）
・ 留学の最も 重要な目 的は他国 で学ぶこと であり， 気持ち は理 解できるが， 最大 限勉強
するよう努力す べきであ る。 厳 しい意見かとは思う が， 家族 と暮 らすことを最重 要視
するのであれ ば留 学すべき だはな い。 あるいは家族 を連れて 来日する べき である。
・ その 国その国の民族 性の違 いを理解する必要 がある（両方 とも）。自 分でなんとかする
という考え方は どう にも ならない ときのことを考 えると安値 である と思わ れる。
・ 日本 人は家族より友 人を大切 に思う傾向が ある。大 事なこ とだが家 族に対する 思いや
りがもう少 しあっ ても いいと思う。
（成人）
・ 噂 は責任のある信頼 できる情 報ではない。奨学金 を提供 している 団体は様々 で判 断基
準も様々 である。 採用さ れるか 否かも不運がある。 奨学金 を受 ける のは留学生の権利
ではなく， 提供 団体の 好意善意 である。・ 制度 が不 完全 である のは 理解 できる が， その下 で我々 も働 いてお り， 制度改革 まで
我々の義務 ではない。 日本の金 を宛に している 自分は恥 ないの か。・ 成 績がよく て も面 接 は どう だ った ？面接 が 大切 だ！ （上 手 な日 本 語も とて も重 要
だ！） 人脈が必要か もしれ ない！そう した らう まくいく ？（西 洋人であれ ば！？という話
も聞いたこ とがある）
・ 事 実 関 係 や 理 由 を 調 べ る こ と を 約 束 す る と と も に， Ｐ さ ん が
「自 分 よ り 劣 る」 と 決 め
つ け て い る こ と に つ い て， 事 実 に 基 づ い て い る わ け で は な い こ と を 指 摘 す る。 後 に，
分 か っ た こ と を 伝 え， Ｐ さ ん と 一 緒 に 納 得 す る。 理 由 が な い な ら 一 緒 に 変 だ と 考 え，
担当部署 に文 句を言う。・ 本人 が「お かしい」 と考える ことは肯定も否 定もでき ない。 当 人でなけ れば分 からな
い こ と で あ る。
・ 奨学金制度がよく わか らないがかわ いそう！
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し， 一口 に 文化 と 言 っ て も， さ ら に 下 位文 化 が あ り， 性 差 や 立 場 に よ り 変 更さ れ る相 対
的 なも の と 言 えよ う。 留 学 生 が 指 摘 する 事 例 に 関 して は， 男 性 よ り も 女 性 が， また 留 学
生 と接 触 の 多い 部 門 に い る 人々 の グ ル ー プに Ｔ ３ に該 当 す る 事 例 が 認 め ら れ なかっ た。
留学 生 と の 交流 が 期 待 さ れ る 学 生 の グ ルー プに お いて， Ｔ ２ や Ｔ ３ が 多 く 見 られ， 全 事
例の７５％を占めている点は， 両者の親密化を促す意味 でも， 何等かの対応が必要である。
・ 事 例 に つ い て
指摘されるまで気付かない， もしく は理解は出来ても感情的に受入れ難いＴ３とＴ４
に 分 類 さ れる 事 例 に は， 「性 役割 行 動」「自己 主 張」「家 族 に つ い て の 考 え 方」「奨 学金（金
銭）」 が あ る。 分 業 型 の 日 本 の
「性 役 割 行 動」 に対 す る 留 学 生 か ら の 疑 問 に は， 男性 の 感
情 レ ベ ル での 反 発 が み ら れ る。 また，
「家 族」 「奨 学 金」 に つ い て， 成 人 で はい ず れも Ｔ
４ で あ った が， 学 生 で は そ れ ぞ れＴ ２， Ｔ １ と して お り， こ の ２ 項 目 に 対 して は若 い 世
代を中心 に新たな態度 が形成さ れる可能性を示唆しているもの と考 えられる。（表６参
照）
さ ら に， 事 例１１に つ い て， 我 々 の 文 化 を 考 えた 時， 自 己 を 主 張 する こ とは 多く の 場 合
好 ま れる 行 為 で は な い 事 実 と一 致 す る。 自 己 を主 張 し て 軋 櫟 を 生 ずる よ り は， む しろ 自
己を抑制して円滑な対人関係 を築こうとする日本式なやり方と， 自己 を主張することか
ら は じまる 文 化 の 違 い を 明確 に して い る。 日本 人 どう し で も， 自 分の 考 え を 述 べる だ け
で相手に対 する攻撃と誤 解さ れる事実が存在する状況にあって，
「白分の考えをハッキリ
伝 える」 こ と は 大 切 な こ と と して 教 育 さ れて 来 た 留 学 生 に とっ て は， 混 乱 や 葛藤， 不安
や戸 惑 い を生 ずる こ と に なる。 近 年， 「アサ ー ショ ン ・ ト レ ーニ ン グ」 や 「ディ ベー ト」
など， 自分の考 えを明確にすることの必 要性ならびに訓練 が国内 で盛んに行われている
が， 裏 を返 せ ばそ れ だ け我 々 の 文 化 が， 自己 を 抑 制 する こ とに 極 め て 強 い 拘束 力 を持 っ
て い る もの で ある こ とが 理 解 さ れ よ う。
本研究は， 平成７年度， 平成８年度文部省科学研究補助金＜基盤研究 （ｃ）：課題番号
０７６１０１１７＞ の 援 助 を 受 け て 行 わ れ た。
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次の文章は， 日本 で学ぶ留学生が， 滞在中に日本で経験 した 「不愉快な」 あるいは
「意 外な 感 じ を受 けた」 でき ごと に つ い て記 述 し た も の で す。 そ れ ぞ れ の 内 容 に つ い
て， 皆さ んは どう 思 わ れ ま す か。 自 分 の 受 け止 め 方 と し て 一 番近 い も の の 番 号 を○ で
か こ んで く ださ い。
さ ら に， 留 学 生 が こ の よう な 発言 や 問 い か け をあ な た に 向 かっ て した 場 合， どう よ
う に答 え ます か。 自 由 に 書 い て く ださ い。
１） Ａ さ ん （ヨ ー ロ ッ パ 出 身・男 性） が， 日本 人 の 異 性 の 友 達 と 九州 地 方を 旅 行 した と
き の こと で す。 朝 食 堂 で ほ かの グル ー プ の日 本 人 旅 行 者 と 一 緒 に な りま した。 そ の
人 達 はＡ さ ん た ち の ほ う を 見 な がら 小 声 で話 して い ま した。 話 の 様 子 では， Ａ さ ん
を アメ リ カ 人， 女 友 達 を フィ リ ピ ン人 と 思っ て い る ら しく，
「あ の 人た ち は エイ ズ
よ」と言 っ て いる の が聞 こえ ま した。 そ の 人 た ち は， あ と でＡ さ ん が日 本 語が 話せ
る こ とや， 女 友 達 が 日本 人 であ る こ と がわ か る と， 自 分た ち の 話 して いた こと がわ
かっ て しま った の で は な い か とあ わ てて いま した。
外国 人 と 一 緒 に い る と 日本 人 では な い とか，外 国 人 な らエ イ ズ だろ う な どと言 わ
れた こ と や， 留 学 生 の友 人 か ら も 似た よ う な 経 験 を い ろ い ろ 聞い て， Ａさ ん は どう
して 日 本 人 は こ の よう に差 別 的な 考 え 方 をす る の だ ろ う と 思 い ま した。
２） Ｂ さ ん （ヨ ー ロ ッ パ 出身・男 性） は， 東 京 で， 今 で も 思 い出 す と 不 愉 快 にな る経 験
を し ま し た。 あ る 夜 の こ と で す。 駅 に 降り た ら 雨 が 降 っ て いた の で， Ｂさ ん はタ ク
シ ー に乗 ろう と， タ ク シー の り ばに 並 ん で待 っ て い ま した。 い よ い よ Ｂさ ん が乗 る
番 に な っ た とき， 向 こう か ら 来 た タ ク シ ー が ５ メ ー トル く ら い 手 前 で 止 まり ま し
た。 そ して 運 転 手 はな に や ら Ｂ さ んの ほ う を 見 て いる 様 子 で した が， その ま ま誰 も
乗せ ず に すっ と走 り 去 っ て しま っ た の です。
雨 は 降っ て いる し， う しろ に はた く さ ん 日 本 人 が いる し， 乗 車 拒 否 の理 由 もわ か
ら ず， Ｂ さ ん は本 当 に は ら が た ち ま した。
３） Ｃさ ん （香 港出 身・女 性） は， ある パ ー ティ ー で日 本 人 に 紹 介 さ れ ま した。 そ の 人
はＣ さ ん が香 港 か ら 来 た と わ か る とい き な り 「あ なた は英 語 が で き ま すか」 と聞 き
ま した。 Ｃ さ ん が 「で き る」 と 答 える と， 「じ ゃ， 教 えて 下 さ い」 と 言い ま した。 Ｃ
さ ん はそ れ を聞 い て，ま る で 試験 をさ れて いる み た い で と て も 嫌 な 気分 に なり ま し
た
。
Ｃさ ん に は， こ の 人 が 純 粋 に 友好 を 求 めて き た と い う よ り， 外 国 人と 友 達 にな れ
ば 英 語 を 教 え て も ら え る メ リ ッ ト が ある と 思っ て 近 づ い て き た よ う な感 じが し た
か ら です。 Ｃさ ん に とっ て は， 友 達に な り た い と いう 気 持 ち が 大 事 な こと で， 友 達
に なる た め に は 英 語 が 話 せ る か どう か は どう でも よ い こ と だ と 思 わ れた の で す。
４） また， Ｃ さ ん は， パ ー ティ ー な どで， 西 洋人 と ア ジ ア 人 が い る と， 日本 人 の多 く は
西 洋人 と ばか り 話 し ア ジ ア 人 と はほ と ん ど話 さ な い こ と に 気 が つき ま した。日 本 人
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が み んな そう だ と いう わ け で はな い の です が，同 じ ア ジ ア人 と して Ｃ さ ん は あま り
い い気 持 ち は し ませ ん で した。 日 本 人 は 西洋 人 に 本 当 に ヨ ワイ と 思 いま した。
５） Ｄさ ん （ヨ ー ロ ッパ 出 身・男 性） は， 日本 人 は 親 切 な の か どう か， と き どきわ から
な く なり ま す。 道 を聞 い た 時 も 親 切 に教 え て く れ る し， 店 の 人 も 親 切 です。 市 役所
の 人 も とて も 親 切 だっ た の で 驚い た く ら い です。 Ｄ さ ん の 国 で は， 市 役 所 に 行っ て
も Ｄさ んが こ こ に い て は 邪 魔 なの か と 思う く らい 不 親 切 だ か ら で す。 しか し， これ
が， 公 の規 則 や 法 律 に な る と 驚く ほ ど官 僚 的 と いう か， 融 通 が き か なく な りま す。
役 所 な ど でも， 理 由 も 説 明 も な し に， 申 請 した こ と に つ い て 許 可 し な いと い わ れる
こ と も あり ま す。 事情 を考 慮 す る と いう 柔軟 性 が み ら れ ま せ ん。 Ｄ さ ん に は， 文句
も言わず黙って言われた通りにして いる日本人が不思議 に思われます。
６） Ｅ さ ん （ア ジ ア 出 身・男 性） は初 め て ホ ーム ス テ ィ を して， 珍 し い こ とや 楽 し い こ
と をい ろ いろ 体 験 し て， よ い 経験 だ っ た と思 っ て い ま す。 た だ， 困っ た こ とも あり
ま した。 一 つ は 温 泉 に 連 れて 行 か れ， 一 緒 に 入 ろ う と 言 わ れた こ と です。 Ｅ さ んの
国 では 入 浴の 習 慣 も あ り ま せ ん し， ま して， 他 人 と一 緒 に 裸 に な っ て 風 呂に 入る と
いう 習 慣 はあ り ま せ ん。 始 め は 抵 抗 のあ っ た Ｅ さ ん で す が， 長 い 滞 日 生 活 でだ んだ
ん慣 れて 来ま した。 し か し， Ｅ さ ん に は， 宗 教 上 のタ ブー で口 に す る こ との でき な
い 食 べ物 があ り ま す。 そ の よう な食 べ 物 を， 親 切 か ら「ま あ， 食 べ て ごら んな さ い」
「少 しな ら 大丈 夫 で しょ う」と 無 理 に すす め ら れ る の は 困 り ま した。Ｅ さ ん に とっ て
宗 教上 のタ ブー は絶 対 破 っ て は な ら な いも の だ か ら で す。
７） Ｆさ ん （ヨ ーロ ッ パ 出 身・男 性） は， 日本 人 が あ ま り 道 徳 的 で はな い こと に 驚 きま
した。 時々 片 町の 飲 み 屋 に 行 く の で す が， そ こ で の サ ラリ ーマ ンや Ｏ Ｌの 会 話 に は
仰 天さ せ ら れ ます。 ま る で， テ レ ビ ドラ マ の中 の 会 話 の よ う に， 不 倫 や満 員 の 乗 り
物 で の痴 漢 行 為 の話 が 交わ さ れて い ま す。 Ｆさ ん の 友 人 （ヨ ー ロ ッパ 出 身・男 性）
が， 大学 構 内 の バス 停 で バス を待 っ て い る と， 知 ら な い 女 子 学 生 ら しい 人 に「今 晩
食 事 につ き あ っ てく ださ い」と誘 わ れ て 驚 いた とい う 話 しも あ り ま す。（彼は 興 味 を
持 っ てつ い て 行 き， 一 緒 に 食 事 を しま した）。特 に， 痴 漢 行 為 は Ｆ さ んの 国 では 破 廉
恥な犯罪です。 皆の話しているのを聞くと， 日本では痴漢行為は犯罪ではないのか
と 錯 覚 を覚 え る ほ どで す。
８）ま た， Ｆさ ん は， 片 町 で飲 ん でい る サ ラリ ー マ ンは 家 庭 が あ り， Ｏ Ｌは 独身 が多 い
と い う こ とに 気 づ き ま し た。 日 本 で は， 結 婚 した 女 性 は， 夜 は 家 庭 で子 供た ち と 一
家 の 主 人の 帰 り を 待 っ て い る の が， 一 般 的 の よう です。 こ れ を 見 て も日 本 で は男 女
平 等 で は ない と 思 い ま し た。
９）ま た， Ｆさ ん は， 父 親 が こ の よう に家 を 空 け て いる 時間 が 多 い 家 庭 と いう の は 子供
にと って も不 幸 な こ と だ と 思 い ま した。 子 供 は， モ デル に す べ き 大 人 の男 性 が 身の
回 り に い ない こ と に よ り， 大 人 の男 性 と して， 身 につ けて い な け れ ば な らな い 態度
や ふ る ま い，考 え 方 な どを 学 ぶ チ ャ ンス を 与 え ら れ ない ま ま 大 人 に な って しま い ま
す。 こ れ も大 き な 杜 会 問 題 だ と 思 い ま した。
一 ７９ 一
金沢大学留学生センター紀要 第１号
１０） Ｇ さ ん （ア ジ ア 出 身・女性） は， 日 本 人の 女 子 学 生 と 友 達 に な り ま した。 彼女 は Ｇ
さ ん の国 に 行 き た い と 言 い ま した。 白 分 の国 に 興 味 を 持 っ て く れた と， Ｇ さ んは感
激 し て， いろ い ろ 話 した の です が， そ の うち お か しな こ と に 気 が つ き ま した。 そ の
人はＧさんの国についても何も知 らないのです。Ｇさんの国は複雑な人種構成なの
で， 特殊 な 人 種 政 策 を とっ て い る こ と で 有名 な の で す が， そ の こ と につ い て何 も知
ら な いと いう こ と は 理 解 でき ま せ ん で した。
１１） Ｈ さ ん （ヨ ーロ ッ パ 出 身・男 性） は， 始め て 日 本 の 農 家 にホ ー ム ス テ ィ を しま した
が， そ こ で 思わ ぬ 事故 を起 こ して し ま いま した。 Ｈ さ ん が電 動 式 の 草 刈 り 機 で刈っ
て いる 時 に， ホ ー ム ス テ ィ 先 の 人 が Ｈさ んに 後 ろ か ら 声 を か けま した。 声 をか け ら
れた Ｈ さ ん は，持 っ て い る 草 刈 り 機 ご と後 ろ を 振 り 返 り，そ の 拍 子 に 草 刈 り機 で相
手 の 脛 に 傷 をつ けて し ま いま した。 す ぐ病 院 に 運 ば れ， ８ 針縫 う 大 怪 我 だっ た そう
です。 Ｈ さ ん は， 何 回 も 「す み ま せ ん。 ごめ ん な さ い」 と 謝り ま した。 もち ろ ん相
手 は 「そ ん なに 謝 らな く て も い い よ」 と言 っ てく れ ま した が， 相 手 の 人 は 自分 より
ず っ と 経 験 が ある の だか ら，声 を か ける と き に もっ と注 意 す べ き で は な かっ たっ か
とい う 思 い を 禁 じ 得ま せ ん で した。
１２） Ｉ さ ん （ヨー ロ ッ パ 出身・男 性） は， 日 本 の 大 学 に来 た ら 早 速 自 分 の 母 語 を専 攻 し
て い る 学 生の いる 研 究 室 に 出 掛 け て いき ま した。 友達 が ほ しか っ た か ら です。 Ｉさ
ん は こち ら か ら積 極 的に， 語 学 的 に難 しい と こ ろ は説 明 した り して， 友 達を 作る 努
力 を しま した。 しか し， Ｉ さ ん が いく ら
「電 話 を か け て く ださ い」と いっ て も， 「遊
び に来 て く ださ い」と いっ て も， 「う ん， う ん」と生 返 事 を す る だ け で， 相 手 はこ ち
らの 呼 び掛 け に応 じよ う と しま せ ん で した。も しか した ら 恥 ず か し か った の かも し
れ ない とも 思 い ま した。 た し か に その 場 で は 楽 し かっ た の で す が， そ こか ら 踏み 込
ん で喫 茶 店 に 行 っ て， 議 論 を 戦わ すと い っ たつ き あい に は 発 展 しな い の です。 そ の
う ち Ｉ さ ん も つ ま ら な く な っ て 誘う のを や め て し ま いま した。
１３） Ｊ さ ん （ヨ ー ロ ッ パ 出 身・男 性） は， 自 国 の大 学 を 卒 業 し て か ら， 日 本の 大学 院 で
勉強 して い ま す。最 近Ｊ さ ん は 自分 が な ん だ か とて も 年 を と っ て よ う な気 が して な
りま せ ん。 日 本 人 学 生 と 話 を して も ち っ と も話 が合 わ な い の で す。 日本 人 学生 の 話
題が子供っ ぼく感じられて， 心から楽しむことができません。 日本人は年齢を大事
に考 え る か ら，Ｊ さ ん を 年上 と考 え て 遠 慮 した 言 い 方 に な っ て い る の かと も思 う の
です が， ス ポ ー ツ や 芸 能 人 の 話， 車 や パ ソ コ ンの よ う な 電 化 製 品 の 話 ばか り で な
く， 社 会 全 体 に つ い て の 話 が した い の で す が， そ う い う 話 題 に は あ まり 食 い付 い て
きま せ ん。もっ と 深 い と ころ での お 互 い の理 解 と で も い っ た も の を望 んで い るの で
す が。
１４） Ｋさ ん （南 米 出 身・女 性） は， 日 本 の 大 学に 来 て， 日 本 の 学 生 は， 先 生 の 言う こ と
にい つ も 「は い， は い， は い」 と しか 言わ な い の が 不 思 議 で す。 Ｋさ ん の 国で は 先
生の 言 っ た こ と で も お か し け れ ば学 生 は す ぐそ の こ と を 指 摘 しま す。日 本 に来 る 前
に， 日 系 人 の 年 寄 り に， 日本 では どん な先 生 で も 先 生 で あ れ ば尊 敬 さ れ る と聞 い て
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き ま した が，Ｋさ ん の 国 で は尊 敬 さ れ る 先 生 はそ れ だ け の 理 由 が あっ て 尊 敬 さ れる
の で， 先 生 だ か ら と いう 理 由 だ け で は尊 敬 さ れま せ ん。
１５） ま た， Ｋ さ ん は， 日 本 人 学 生 の Ｋ さ んの 国 に対 す る 知 識 の 貧 弱 な の にも 驚 き ま し
た。 ジャ ング ル が あっ て， そ こに は土 着 民 が いて と い っ た 話 題 し か 挙 が らず がっ か
り し ま した。 Ｋ さ ん の 国 に も， も ち ろ ん 近代 的な 高 層 ビノレの 建 ち 並 ぶ都 会 も あ り ま
す。 し か し話 の 中 に は そ う いう こ と は出 て き ませ ん。 学 校 でも き っ と教 わ らな かっ
た ん だ ろう と 考 え ま し た。 し か し Ｋさ ん は， 日本 人 の 学 生 と 同 じこ と が 自分 た ち に
も 言 え るの では な い か， と 考 え ま した。 自 分た ち も ア フ リ カ 大 陸 に 似た よ う な 思 い
込 み が ある と。 そ こ で Ｋ さ ん は， 日本 人 学 生 が 知 ら な い こ と を責 め る だ け で なく，
白 分 たち の 国 に つ い て 知 ら せ て い か な けれ ばな ら な い と 思 い初 め て い ま す。
１６） Ｌさ ん （ヨー ロ ッ パ 出 身・男 性） は， 日 本 に 来て， 日本 人 と友 達 に な りた いと いう
気持 ち を 満足 す る こ と が で き ず， 寂 しい 気 持 ち の ま ま， も う 国 に 帰 ら な け れ ばなり
ませ ん。 結 局 日 本 人 の 家 庭 を 訪問 した の も， ホ ー ム ス テイ した 農家 が一 軒 だ け， 友
達 を作 った と思 っ て も い つ も 最 初 だ けの つ き あ い で 終 わっ て しま う 感 じで，絶 え ず
友達 を 作る 努 力 を し続 けて い た よ う な気 が して， 最 後 に は少 し疲 れ ま した。 Ｌ さ ん
は， 日 本 人は 自 分 た ち を 中 に 迎 え 入 れて く れ な かっ た と 思 い ま した。 今 回 の留 学 で
は， 日 本 人の 生 活 を 外 か ら 見 て い る だ けだ っ た の で， もう 一度 日本 に 来 て 日本 人 に
つ いて も っ と深 く 知 り た い と 思 っ て いま す。
１７） Ｍさ ん （北米 出 身・女 性） は， 金 髪 に青 い 目， 白 い 肌 の， 日 本 人 が考 える 典 型 的 な
西 洋人 で す。 そ の 上 日 本 人 好 み の 小 柄 で，「郷 に 入 っ て は 郷 に 従 え」と ばか り， 誰 に
で も会 え ばに こ に こ と， 自 分 の ま わ り の人 に は あ い そ よ く 振 舞 い ま した。 そ れ が 日
本 で生 活 す る上 で は， 大 切 な こ と と 教わ っ た か ら で す。 しか し， この よう な 態 度 を
と った こ と が果 た して よ かっ た の か どう か， 時々 わ か ら な く な り ます。
Ｍさ んは， 日本 文 化 を研 究 す る た め に 日本 に 来 た の で す が， 日 本人 と の会 話 は
「ど
こ か ら来 ま した か」 「日本 語 が上 手 です ね」 そ し て 「き れい」 「か わ いい」 で終 わ り
ま す。Ｍ さ ん は自 分 の 研 究 して い る こ と につ い て い ろ い ろ 話 し て もら いた い の で す
が 特 に男 の 人た ち は まっ た く とい っ て い い ほ ど興 味 を 示 さ ず，Ｍ さ んが
「か わ い い」
こ と ばか り 話 題 に した が る の で， Ｍ さ ん はう ん ざり して い ま す。
１８） Ｎ さ ん （ア ラ ブ 諸 国 出 身・男 性） は， 日本 に来 て 始 め て の 夏 休 み を前 に 国 に帰 る こ
と に しま した。 ま だ 夏 休 み の前 で， 受 け な けれ ばな ら な い 授 業 や 講義 が たく さ ん 残
っ て いま した が， や や ホ ーム シッ ク 気 味 に なっ て い た Ｎ さ ん は， とに かく 早 く 帰 り
た かっ た の で す。 と こ ろ が， そ のこ と を 指 導 教 官に 言 いに 行 く と，「まだ 夏 休 みに な
ら な いの に， な ぜ 帰 る の で す か」と 聞 か れ ま した。 ま だ 日 本 語 が 上 手 で はな かっ た
Ｎ さ ん が「お 母さ ん， お 父 さ ん に 会 いた い よ」と 答 え る と， 先 生 は 驚 いた よ う で
「Ｎ
さ ん， あ な た は 何 才 で す か」 と 聞き， Ｎ さ ん が「２６才」と 答 え る と， 「立派 な ひ げも
生 や し た 大 人 で しょ う。 もう 少 し 我 慢 で き な い の で す か」 と言 い ま した （Ｎ さ ん




し か し， Ｎ さ ん の 考 え は 違 いま す。 Ｎさ んの 国 で は， 家 族 は何 よ り， 白分 よ り大
切 な もの で す。 Ｎさ ん が家 族 に 会 い た い と思 う 以 上 に， 両 親 はＮ さ ん の こと を心 配
し会 いた い と 思っ て い ます。 そ ん な 両親 の 気 持 ち を 考 えた ら， 少 し ぐらい 授 業に で
なく て も， あ と で 白分 で なん と か す れ ばい い こ と な の で， 一 刻 も 早 く 両親 に 顔を 見
せ てや り た い し， 自 分 も両 親 に 会 い たい と， 思 った の です。
１９） Ｏさ ん （ア ジ ア 出身・女 性） は， 来た ばか り の 頃 は， 賄 い 付 き の 下 宿 に住 ん でい ま
した。 そこ で， Ｏ さ ん は信 じら れ な い光 景 に 出 会 った の です。 そ こ に はい ろい ろ な
下宿 人 が いま した が， 中 に３０才 位 の 日 本 人の 男 性 が い ま した。 そ の 人 は， 夏に な る
と， パ ンツ ー つ の 裸 で 廊 下 を歩 い た り， 食 堂 で 食 事 を した り して い ま す。 Ｏさ ん の
国 で は儒 教 精 神 が ま だ 生 き て い て， 異 性 の 前 に 出 る と き は， 服 装 を 整 え る の は 勿
論， 靴 下 も は か な け れ ば 叱 ら れま し た。 びっく り した Ｏ さ ん は そ の こ と を， 電 話 で
国 の お 母さ ん に 訴 え る と お 母さ ん は 「そ ん な下 宿 は す ぐ変 わっ た ほう がい いよ」 と
言 い ま した。
○ さ んは， 日本 人 は お風 呂 に 入 る と き は しっ か り と 体 を覆 う の に， ふ だ んの 生活
で は非 常 に 開 放 的 な の で， な ん だか 奇 妙 な感 じが して い ま す。
２０） Ｐさ ん （ア ジ ア 出 身・男 性） は， 日 本 に来 る 前， 奨 学 金 は成 績 が よ け れ ば誰 で も貰
える と， う わ さ で 聞 いて 来 ま した。 です か ら Ｐ さ ん も奨 学 金 を あ て に し て日 本 に来
ま した。 日 本 来 て， 何 度 か奨 学 金 の 申 請 を しま した が， 一 度 も 貰 っ た こ とが あり ま
せ ん。 と こ ろ が， Ｐさ んよ り も 成 績 の 悪そ う な （と， Ｐさ んが 思 っ て い る） 留学 生
た ち が 奨 学 生 に なっ て いる の に 気 が つき ま した。日本 の 奨 学 生 の 制 度 は どう なっ て
いるのか， 担当教官や指導教官に何回説明を聞いて も納得 できません。 Ｐさんは次
第 に 腹 が 立っ てき ま した。 他 の 日 本 人に そ の こ と を話 して も， た だ Ｐさ んの 話 を聞
く か，「頑 張 っ て 勉 強 して 下 さ い ね」と言 う ばか り です。 Ｐ さ ん は 自 分 に奨 学 金を 支
給 し な い 日本 の制 度 は 「お か し い ！」 と 考 え る よう に なり ま した。
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１ ２ ３ ４
共感する
どちらかといえば どちらかといえば
共感 できる 共感できない 共感しない
② 留学生の発言 （内容） に
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